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Up-8　　桜島火山灰による被服材料の汚染に関する研究

　　　　　鹿児島大教育　　○瀬戸房子　村岡雍一郎

　　［目的］　人口約53万の鹿児島市から10数kmに位置する桜島は、昭和30年以来活火山

として活動を続け、多いときには年間数百回の爆発を繰り返している。ここ数年爆発回数

は以前に比べ減少し、降灰量も少なくなっているものの降り積もった火山灰が雨とともに

衣服に付着する機会は少なくない。また、細かい火山灰が風によって流され、桜島から数

百kmの地点で降灰が観測されている。そこで、本研究では火山灰の付着による被服材料

の汚れについて火山灰の粒径、および、被服材料の種類による違いを調べ、活火山から近

距離で暮らしている住民の衣服への影響を明らかにすることを目的とする。

　　［方法］被服材料として使用量の多い綿、ポリエステル、ナイロンの３種を取り上げ、

日本規格協会の白布を試料とした。火山灰は鹿児島市内に降ったものを採取し、125, 90,

53μmのメッシュを用いて粒径により振い分けて使用した。各粒径ごとに50gの火山灰を

蒸留水1 りこ混入して汚染浴とし、ターゴトメーターを用いて120r.p.mでlOmin.撹拝し、

温度15、4o℃で汚染布を作成した。汚染布の反射率と色彩色差計による色度を測定した。

蛍光Ｘ線分析装置により火山灰の成分を分析し、火山灰の付着状態をSEMで観察した。

　　D防果丿火山灰の粒径は約0.01～2.5m/m程度まで分布し、成分は58%がSiO,であった。

゜いでAI2O3 16%. FeaOa 38%で、その他にCaO, MgO. Na^O, KoOが含まれていた。灰水混合
液中で汚染した試料は、赤みを帯びた灰色を呈し、汚染率は粒径が小さいほど大きかった。

綿の汚染率はナイロン、ポリエステルと比較して大きかった。温度40℃の汚染浴中で汚

染した場合、粒径の小さい火山灰浴で汚染率の増加が認められた。

Up-9　　　東京都日野市周辺の大気中のＮｏｘ濃度　一付、簡便な測定法－

　　　　　　○幻現山コ＼?'勢畑章五戸佐々木夏子＊刎易ヒロミ＊＊（刎彭汝了吠､＊＊雪麟境短大）

＜目的＞　日本の大気中のＮｏｘ濃度の平均値は昭和49年以来変わっていない。自治体が

各生活地域のＮｏｘ濃度を平均値として報告している力昼間の数時間はもっと高い濃度に

なっている。本研究では大学周辺の適当な場所で１時間でN02とＮｏの濃度を測定し､現

状を把握すると共に、衛生試験法で定められた方法を、誰でも、何処でも、簡便かつ安全

に、正確な値を得る方法に改めることを考えた。

＜実験＞　Ｎ０２とＮｏが測定できるザルツマン法で各場所での測定を行ったこの方法は

定量の空気中のN02によるジアソ化カップリングにより色素を生成させ残ったＮｏを重

クロム酸カリ／硫酸でN02にして再度色素を生成させ､これらの濃度を測る。持ち運びす

るための電池式送気ポンプ､プラスチック瓶､手近にある酢酸､酸化剤､水などを利用し、

生成色素で染色した布の目視によりＮｏｘ濃度を判定できる簡便法を組み立てた。

＜結果＞　道路上の測定点でＮｏｘ濃度を測ると共に、自動車交通量を数えた。全Ｎｏｘ濃

度と交通量の間に一次の関係があることがわかった。地図上で幹線道路に垂直に数kmまで

他の幹線道路のない地域を選びlkmまでの各点でＮｏｘ濃度を測った排気ガスの影響は約

400 mで半減する。この他、住宅内、会議室、走行中の車中などの各スポットでの測定結

果から、固有の排出源（例えばタバコ）の影響が大きいことがわかった。簡便な測定法は

プロトタイプシステムができた。
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